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の
運勢
１月

2

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】厳かな一年の幕開けです。味方が多いので面倒事もクリアしていけます。順に対処しましょう。映画、演奏会にツキ
【健康運】体の不調に気付きにくいとき。無理はしないで　【幸運の食べ物】フキのとう

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に
は
当
Ｊ

Ａ
石
川
か
ほ
く
に
対
し
日
頃
か
ら
ご
理
解
、

ご
利
用
を
賜
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
旧
年
に
倍
し
て
ご
高
配
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
一
月

一
日
、
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
激
し
い
揺
れ
が
石
川
県
内
全

域
を
襲
い
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
い
て
も
、
か
ほ
く
市

は
震
度
五
強
、
津
幡
町
・
内
灘
町
で
は
震

度
五
弱
を
観
測
し
、人
的
被
害
は
小
さ
か
っ

た
も
の
の
、
全
損
・
半
損
・
一
部
損
を
合

わ
せ
て
九
千
二
百
八
棟
の
住
宅
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
灘
町
か
ら
か
ほ
く
市
大
崎
地
区
に
か

け
て
は
、
深
刻
な
液
状
化
現
象
に
よ
り
壊

滅
的
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
地
盤
の
隆

起
・
沈
下
及
び
横
ず
れ
に
よ
り
、
地
域
全

体
が
歪
ん
だ
よ
う
に
傾
き
、住
宅
や
電
柱
・

信
号
機
が
損
壊
し
た
ほ
か
、
車
が
地
面
に

沈
み
込
み
、
上
下
水
道
の
配
管
が
壊
れ
、

長
期
間
に
渡
る
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
建
物
更
生
共
済
加
入
者
で
五
千
九
百
二

十
九
件
の
被
害
を
確
認
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
と
連
携
し
被
害
調
査
を
行
っ
た
ほ

か
、
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
や
、
支
援
物

資
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
は
農
地
に
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
水
田
で
の
液
状

化
現
象
や
ポ
ン
プ
・
送
水
管
の
破
損
、
地

盤
の
隆
起
・
沈
下
、断
層
に
よ
る
地
割
れ
、

土
砂
崩
れ
等
が
発
生
し
、
特
に
被
害
の
多

い
内
灘
町
で
は
作
付
け
が
困
難
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
畜
産
に
お
い
て
は
、
断
水
に
よ
り
搾
乳

不
能
と
な
り
、
生
乳
を
破
棄
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
な
ど
各
所
に
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
苦
し
い
状
況
の
中
で
し
た

が
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
方
々
が
少
し

で
も
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、年
金
友
の
会
・

各
支
店
年
金
感
謝
デ
ー
・
笑
顔
ほ
く
ほ
く

秋
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
復
旧
・
復
興
半
ば
、
地
域
農

業
継
続
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
、
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な

交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
、
組
合
員
・
利
用

者
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

   農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

　
生
活
基
盤
の
維
持
、
担
い
手
不
足
・
農

業
労
働
力
の
確
保
、
鳥
獣
被
害
の
拡
大
な

ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
中
、
超
高
齢
化
の
進
行
、
頻
発

化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
な
ど
、
社
会

経
済
情
勢
等
の
変
化
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
急
速
な
進
展
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ど
、
新
た
な
時
代
の
潮
流
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
背
景

に
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
持
続
可
能

な
農
業
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
水
稲
か
ら
収
益
性
の
高
い

園
芸
作
物
へ
の
転
換
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
農
業

生
産
構
造
の
強
化
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

低
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
り
わ
け
担
い
手
不
足
に
つ
い
て
は
、
集

落
営
農
の
組
織
化
や
新
規
就
農
者
の
育

成
・
無
料
職
業
紹
介
所
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
新
規
生
産
者
の
獲
得
、
担
い
手
育
成
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
が

と
も
に
考
え
る
次
世
代
総
点
検
運
動
を
行

い
、地
域
の
農
業
を
五
年
、十
年
先
に
渡
っ

て
持
続
す
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

令
和
六
年
の
農
作
物
生
産
概
況

　
能
登
半
島
地
震
の
ほ
か
、
昨
年
の
豪
雨

災
害
の
復
旧
遅
れ
も
み
ら
れ
、
水
稲
で
は

約
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
作
付
け
で
き

年
頭
に
あ
た
っ
て�

代
表
理
事
組
合
長��

西
　
川
　
一
　
郎

過去最多の来場者数となった
笑顔ほくほく秋祭り 2024
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の
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【全体運】運勢に勢いがあり好情報をキャッチできます。あれこれやってみるといいでしょう。試行錯誤すると得るものあり
【健康運】軽い気持ちで始めた運動が大当たり。試してみて　　【幸運の食べ物】水菜

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
高
温
年
に
加
え

て
長
梅
雨
と
な
り
、
栽
培
に
苦
慮
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
草
丈
は
長
く
推
移
し
、

中
干
し
効
果
が
不
十
分
な
圃
場
で
は
分
げ

つ
抑
制
が
緩
慢
と
な
り
、
出
穂
・
登
熟
に

ば
ら
つ
き
が
多
く
、
倒
伏
す
る
圃
場
が
出

ま
し
た
。
一
昨
年
落
等
要
因
で
多
か
っ
た

乳
白
粒
に
つ
い
て
は
、
上
乗
せ
追
肥
等
対

策
の
成
果
で
減
少
し
た
も
の
の
、
カ
メ
ム

シ
発
生
頭
数
が
平
年
の
三
倍
と
過
去
最
高

と
な
り
、
落
等
要
因
は
胴
割
粒
と
斑
点
粒

が
大
半
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

一
等
米
比
率
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
八
十
六
・

九
％
、ゆ
め
み
づ
ほ
八
十
四
・
九
％
、ひ
ゃ

く
ま
ん
穀
八
十
五
・
九
％
と
向
上
し
、
集

荷
実
績
七
万
八
千
三
百
三
十
五
俵
と
な
り

ま
し
た
。
仮
渡
金
で
は
、
一
俵
当
た
り
一

万
五
千
六
百
円
と
な
り
、
三
千
百
五
十
円

上
が
り
ま
し
た
が
、
資
材
・
燃
料
費
等
の

生
産
費
が
高
止
ま
り
に
よ
り
農
家
所
得
向

上
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。　

　
青
果
物
で
は
高
温
耐
性
品
種
導
入
や
高

温
対
策
資
材
試
験
を
行
い
、成
果
は
上
が
っ

て
お
り
ま
す
が
、
解
消
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
キ
ロ
千
三
百

十
九
円
と
最
高
値
を
更
新
し
た
も
の
の
出

荷
量
は
一
・
五
割
減
と
な
り
ま
し
た
。
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
は
八
千
三
百
十
九
房
と
県
内

最
大
と
な
り
、
高
松
紋
平
柿
に
つ
い
て
も

過
去
最
高
の
百
三
十
六
・
四
ト
ン
の
出
荷

と
な
り
ま
し
た
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
生
乳
価
格
は
高
単

価
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
飼
料
価
格
が
為

替
の
影
響
を
受
け
、
コ
ス
ト
が
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
・
市
町
お
よ
び
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

等
で
総
力
を
上
げ
、
生
産
者
の
収
入
が
一

円
で
も
高
く
な
る
よ
う
引
き
続
き
対
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

設
立
三
十
周
年
を
迎
え

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
に
向
け
て

　
農
業
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
組
合

員
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
経
営
・
事

業
維
持
、
社
会
情
勢
や
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
な
ど
度
重
な
る
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
農
業
・
地
域
の
在
り
方
や
組

合
員
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、複
雑
化
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
の
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
急
激
な
変
化
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
協
同
組
合
運
動

を
実
践
し
、
真
に
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る

組
織
と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
経
営

の
持
続
性
確
保
、サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
、

経
営
課
題
の
洗
い
出
し
を
は
か
り
、
経
営

基
盤
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
経
済

事
業
の
収
支
改
善
及
び
事
業
運
営
方
式
の

見
直
し
、
金
融
・
共
済
事
業
の
将
来
を
見

据
え
た
業
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
事
業
運
営
改
革
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ

石
川
か
ほ
く
自
己
改
革
の
基
本
目
標
で
あ

る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
と
、

一
日
も
早
い
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
農
業
・
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ

経
営
に
向
け
て
自
己
改
革
に
邁
進
し
、
組

合
員
・
利
用
者
・
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
今
後
と
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
組

合
員
、
並
び
に
ご
家
族
の
一
層
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。　

旧
年
中
は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
倍
旧
の
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

代
表
理
事
組
合
長 

西
川　
一
郎

代
表
理
事
専
務 

村
井　
一
宏

常
務
理
事 

田
中　
光
博

理　
　
事 

森
田　
惠
子

〃

 

安
下　
正
之

〃

 

小
蕎　
義
夫

〃
 

米
田　
悦
子

〃
 

谷
口　
孝
三

〃

 

荒
木　
恵
子

〃

 

田
端
い
ず
み

〃

 
大
澤　
朗
正

〃

 
竹
中　
助
典

理　
　
事 

松
能　
明
人

〃

 

長
江　
栄
樹

〃

 

酒
井　
裕
一

〃

 

吉
本　
　
悟

〃

 

瀬
戸　
一
孝

〃

 

北
岡　
仁
志

〃

 

油
島　
　
慧

代
表
監
事 

中
村　
　
壽

常
勤
監
事 

山
下　
充
晃

監　
　
事 

今
本　
重
蔵

〃

 

井
上　
亮
一

員
外
監
事 

長　
　
和
義
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【全体運】遊び心が新しい可能性を呼び込みます。近道を選ばずに遠回りもいいでしょう。下旬は運気が上昇します。挑戦が吉
【健康運】つい食べ過ぎてしまいがち。よく体を動かして　　【幸運の食べ物】ナバナ

　
当
Ｊ
Ａ
は
十
二
月
八
日
、
津
幡
町

文
化
会
館
シ
グ
ナ
ス
に
て
「
石
川
か

ほ
く
農
業
協
同
組
合　
設
立
三
十
周

年
記
念
式
典
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
組
合
員
や
役
職
員
ら
約
三
百
名
が

出
席
し
、
今
後
の
発
展
を
祈
念
し
ま

し
た
。

　
西
沢
耕
一
Ｊ
Ａ
石
川
県
中
央
会
代

表
理
事
会
長
、
馳
浩
石
川
県
知
事
、

宮
本
周
司
参
議
院
議
員
、
近
藤
和
也

衆
議
院
議
員
、
西
田
昭
二
衆
議
院
議

員
、
藤
木
眞
也
参
議
院
議
員
、
油
野

和
一
郎
か
ほ
く
市
長
、
矢
田
富
郎
津

幡
町
長
、
川
口
克
則
内
灘
町
長
、
燒

田
宏
明
県
議
会
議
員
、
太
田
臣
宣
県

議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

西
川
一
郎
代
表
理
事
組
合
長
の
式
辞

　
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
は
、
平
成
六
年
四
月

の
合
併
か
ら
三
十
年
の
歳
月
を
経
て
今
日

の
基
盤
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

　
発
足
後
の
十
年
は
、
合
併
に
よ
る
事
業

機
能
の
高
度
化
を
進
め
る
た
め
、
支
店
再

編
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
拠
点
の
新
築

移
転
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
化
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し

て
高
齢
者
福
祉
事
業
を
立
ち
上
げ
、
農
村

部
の
活
性
化
に
向
け
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ

く
生
産
者
直
売
所
「
そ
く
さ
い
か
ん
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
農
業
生

産
減
退
へ
の
対
応
と
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
者

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
二
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
農
業
・
Ｊ
Ａ
経
営
の
持
続
的
発
展
を
最

重
要
課
題
と
し
て
、
地
域
農
業
振
興
計
画

を
策
定
し
、
担
い
手
の
育
成
と
し
て
集
落

営
農
の
組
織
化
、
子
会
社
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
か
ほ
く
の
設
立
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地

の
発
展
と
し
て
六
次
化
商
品
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
水
稲
農
業
の
将
来
を
見
据

え
、
米
麦
共
同
乾
燥
調
製
施
設
を
再
編
、

「
ほ
く
の
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
新
築

し
、「
里
山
コ
シ
ヒ
カ
リ　
ほ
く
の
里
」

の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。　
　

　
「
元
気
な
農
山
村
づ
く
り
」
で
は
、
産

直
「
そ
く
さ
い
か
ん
」
の
賑
わ
い
創
出
を

図
る
と
と
も
に
、
総
合
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
、
女
性
大
学
開
講
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ほ
く
の
里
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
時
代
は
令
和
に
変
わ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
令
和
五
年
七
月
の
線

状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
令
和
六
年

一
月
の
能
登
半
島
地
震
と
度
重
な
る
災
害

被
害
に
対
し
、
組
合
員
の
生
活
・
サ
ー
ビ

ス
維
持
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

迅
速
な
支
援
と
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
か
っ
て
「
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
」、
農
業
・
地
域
・

人
・
組
織
が
つ
な
が
る
「
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

石川かほく農業協同組合

設立30周年記念式典



5

の
運勢
１月 蟹　座

6/22〜7/22

【全体運】運勢は吉凶混合。気持ちを素早く切り替え、ポジティブに行きましょう。チャンスをつかまえに行く心構えが大事
【健康運】突然の痛み、発熱に注意。常備薬を確認して　　【幸運の食べ物】マイタケ

設
立
三
十
周
年
記
念
表
彰

　
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
尽
く
し

た
と
し
て
、
十
三
名
と
十
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

♦
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
♦

▪
特
別
功
労
者
表
彰　

　
井
上　
信
一　
様

　
種
本　
　
博　
様

▪
地
域
農
業
振
興
功
労
表
彰

　
農
事
組
合
法
人　
俱
利
伽
羅

　
農
事
組
合
法
人　
高
峰
フ
ァ
ー
ム

　
農
事
組
合
法
人　
笠
野
フ
ァ
ー
ム

　
農
事
組
合
法
人　
市
谷

　
高
松
ぶ
ど
う
生
産
組
合

　
高
松
紋
平
柿
生
産
組
合

　
農
事
組
合
法
人　
河
北
潟
酪
農
組
合

▪
協
力
団
体
功
労
者
表
彰

　
加
藤　
　
篤　
様

　
岡
本　
文
嘉　
様

▪
事
業
活
性
化
感
謝
状

　
大
友　
信
秀　
様

　
鈴
木　
康
雄　
様

　
三
輪　
一
雄　
様

▪
農
産
物
販
売
感
謝
状

　
丸
果
石
川
中
央
青
果
株
式
会
社

　
大
阪
南
部
合
同
青
果
株
式
会
社

　
生
産
者
直
売
所
そ
く
さ
い
か
ん
女
性
部

▪
役
員
感
謝
状

　
　
塚
本　
美
義　
様

　
　
加
藤　
　
紘　
様

　
　
夷
藤　
芳
夫　
様

　
　
喜
多　
宗
勝　
様

　
　
酒
井
美
代
子　
様

故　
岡
野　
隆
盛　
様

設
立
三
十
周
年
記
念　
台
湾
旅
行

　
設
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
第

一
班
二
十
四
名
が
十
一
月
十
二
日
に
、
第

二
班
十
五
名
が
十
一
月
十
九
日
に
台
湾
へ

の
記
念
旅
行
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
小
松
空
港
か
ら
約
三
時
間
半

の
フ
ラ
イ
ト
後
、
台
湾
島
南
部
の
高
雄
市

へ
。
同
市
の
中
心
を
流
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
輝
く
愛あ
い
が河
を
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
高
雄
市
・
台
南
市
の
赤
崁
楼
、

孔
子
廟
を
観
光
。
石
川
県
出
身
の
建
築
技

師
梅
澤
捨
次
郎
設
計
の
林
百
貨
店
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
県
出
身
の
偉
人
、
八
田
與

一
が
設
計
し
た
烏
山
頭
ダ
ム
な
ど
を
見
学
。

八
田
氏
の
銅
像
前
に
は
多
く
の
日
本
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
台
北
の
北
投
区
温
泉
、

加
賀
屋
グ
ル
ー
プ
日
勝
生
加
賀
屋
で
の
宿

泊
で
は
、
日
本
同
様
の
お
も
て
な
し
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
た
。
宴
会
で
は
、
仮
面

を
早
業
で
付
け
替
え
る
中
国
の
伝
統
芸
能

「
変
面
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
四
日
目
午
前
は
、
台
北
市
郊
外
の
九
份

を
訪
れ
、
か
つ
て
金
鉱
で
栄
え
た
頃
に
造

ら
れ
た
街
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
を

散
策
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
中
正
紀
念
堂
、
世
界
四
大
博
物

館
の
ひ
と
つ
故
宮
博
物
院
な
ど
を
観
光
。

宿
泊
先
の
圓
山
大
飯
店
か
ら
夜
景
を
見
な

が
ら
豪
華
な
夕
食
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
移
動
、
観
光
と
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
の
旅
行

と
な
り
ま
し
た
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
五
つ

星
ホ
テ
ル
と
最
高
級
の
食
事
に
満
足
し
た

参
加
者
で
し
た
。

表彰者・来賓の皆さま

第２班の皆さま 第 1 班の皆さま
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運勢
１月

6

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】運勢はスロースタート。時間をかけて取り組めば状況に変化が。思わぬところから助け舟も現れそうです
【健康運】ビタミンCをしっかり取って風邪を予防　　【幸運の食べ物】キンカン

　
十
一
月
二
十
一
日
、
か
ほ
く
市
立
大

海
小
学
校
三
年
生
八
名
と
二
年
生
三
名

は
、「
大
海
味
噌
づ
く
り
学
習
」
の
三

回
目
と
し
て
大
豆
の
収
穫
・
脱
穀
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
市
瀬
戸
町
の
髙
﨑
武
義
さ
ん
・
髙

﨑
政
勝
さ
ん
兄
弟
指
導
の
下
、
収
穫
し

た
大
豆
を
脱
穀
機
に
か
け
ま
し
た
。
収

穫
後
に
は
畑
に
落
ち
て
い
る
大
豆
を
探

し
「
こ
れ
大
き
い
よ
。
き
れ
い
な
形
の

も
の
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
」
と
楽
し
そ

う
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
約
十
キ
ロ
の
大
豆
は
乾
燥

さ
せ
、
一
月
の
味
噌
仕
込
み
作
業
に
使

う
予
定
で
す
。

　
十
一
月
十
一
日
、
大
海
小
学
校
三
年

生
七
名
と
高
松
小
学
校
三
年
生
五
十
八

名
は
、か
ほ
く
市
瀬
戸
町
の
圃
場
で「
高

松
紋
平
柿
」の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
の
協
力
の
下
、

児
童
ら
は
一
人
ひ
と
り
脚
立
に
乗
り
収

穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
て
い
た
児

童
も
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
も
の
が
採

れ
た
時
は
友
達
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
に

見
せ
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。

大秋
の
実
り
を
喜
ぶ

の
実
り
を
喜
ぶ

「
高
松
紋
平
柿
」
収
穫
体
験

「
高
松
紋
平
柿
」
収
穫
体
験

　
十
一
月
二
十
日
、
石
川
か
ほ
く
長
い

も
部
会
は
北
部
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
か
ほ

く
市
特
産
「
砂
丘
長
い
も
」
の
初
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
七
戸
の
生
産
者
か
ら

四
十
ケ
ー
ス
（
二
百
キ
ロ
）
が

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
検
査
で

は
、
生
産
者
が
一
本
ず
つ
傷
や

品
質
を
確
か
め
な
が
ら
等
級
の

決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
猛
暑
に
よ
る
水
不
足

で
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
懸
念

が
あ
っ
た
も
の
の
、
病
害
虫
被

害
も
少
な
く
、
大
き
さ
も
形
も

良
い
、
満
足
の
い
く
出
来
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
「
砂
丘
長
い
も
」
は
強
い
粘

り
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食

感
が
特
長
。
現
在
は
十
八
戸
の

農
家
が
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
中
旬
ま
で
で
「
と
っ

く
り
」「
ト
ロ
フ
ィ
ー
」「
ネ
バ

リ
ス
タ
ー
」
三
品
種
合
わ
せ
て
約
六
ト

ン
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
、
県
内
ス
ー
パ
ー
で

も
販
売
さ
れ
ま
す
。

砂
丘
長
い
も

丘
長
い
も  

初
出
荷

初
出
荷

高松紋平柿を収穫する児童 収穫した枝を髙﨑さんに渡す児童

海
小
学
校

海
小
学
校

大
豆
収
穫
・
脱
穀
体
験

大
豆
収
穫
・
脱
穀
体
験

「砂丘長いも」の品質を確かめる生産者



7

の
運勢
１月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】好調運です。努力が実り活躍の機会を得られます。注目されやすいのでおしゃれに力を入れて。レジャーが吉
【健康運】スマホやテレビはほどほどに。肩のストレッチが◎　　【幸運の食べ物】ロマネスコ

　
十
一
月
十
一
日
、「
Ｐ
Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー

キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く
」の
選
手
ら
に
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
「
ほ
く
の
里
パ
ッ
ク
ご
は

ん
」
十
ケ
ー
ス
、
か
ほ
く
市
と
高
松
紋

平
柿
生
産
組
合
か
ら
「
高
松
紋
平
柿
」

約
百
玉
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
、
油
野
和
一
郎
か
ほ
く

市
長
、
西
川
一
郎
当
Ｊ
Ａ
代
表
理
事
組

合
長
、
池
田
昌
健
高
松
紋
平
柿
生
産
組

合
長
ら
が
出
席
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
細
沼
綾
選
手
は
「
美

味
し
い
柿
、
お
米
を
食
べ
て
力
を
つ
け

た
い
。
チ
ー
ム
の
目
標
達
成
に
向
け
頑

張
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
Ｐ
Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー

キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
会
場
に
て
、「
高
松
ぶ
ど
う
」
デ
ラ

ウ
ェ
ア
を
使
っ
た
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
「
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ　
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」

（
カ
ホ
ク
ブ
ル
ー
）
の
完
成
披
露
記
者

会
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
糖
度
を
上
げ
る
た
め
に
間
引
き

さ
れ
る
ブ
ド
ウ
を
有
効
活

用
し
た
ワ
イ
ン
で
、
七
月

に
は
選
手
ら
が
収
穫
作
業

に
参
加
。
ワ
イ
ン
事
業
を

通
じ
て
高
松
ぶ
ど
う
の
魅

力
発
信
、
か
ほ
く
市
へ
の

地
域
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

　
完
成
披
露
記
者
会
見
に

は
、
蓮
池
学
チ
ー
ム
代

表
、
油
野
和
一
郎
か
ほ
く

市
長
、
西
川
一
郎
当
Ｊ
Ａ

代
表
理
事
組
合
長
、
大
田

昇
高
松
ぶ
ど
う
生
産
組
合

長
が
出
席
。

　
西
川
代
表
理
事
組
合
長

は
「
酸
味
の
あ
る
爽
や
か

な
味
わ
い
で
美
味
し
い
ワ

イ
ン
に
仕
上
が
っ
た
。
多

く
販
売
で
き
る
よ
う
協
力

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ン
は
八
百
本
限
定
で
製
造
さ
れ
、

同
日
か
ら
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
、
チ
ー

ム
の
公
式
サ
イ
ト
で
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。
収
益
の
一
部
は
令
和
六
年
能
登

半
島
地
震
復
興
支
援
の
義
援
金
に
充
て

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

店
舗
で
の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く

ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
販
売

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
販
売

　
十
一
月
九
日
、道
の
駅
高
松
に
て「
さ

と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　
農
産
物
販
売
テ
ン
ト
で
は
、
高
松
紋

平
柿
生
産
組
合
が
一
袋
千
円
で
「
高
松

紋
平
柿
」
の
詰
め
放
題
を
実
施
。
大
崎

園
芸
生
産
組
合
甘
藷
部
会
は
「
か
ほ
っ

く
り
」、
石
川
か
ほ
く
長
い
も
部
会
は

「
砂
丘
長
い
も
」
を
特
別
価
格
で
販
売

し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
県
内

外
に
特
産
品
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

歴史と未来、地域をつなぐ「KAHOKU BLUE」をアピール

特産品を受け取った選手ら高松紋平柿の詰め放題に参加する来場客

ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く
を

ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ
く
を

特
産
品
で
応
援

特
産
品
で
応
援

秋
の
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ

の
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ  

開
催
開
催



の
運勢
１月

8

【全体運】つまずきを感じたら変えどき。違和感はそのままにせず向き合ってみましょう。良い気付きを得られます。掃除が吉
【健康運】栄養バランスの取れた食事を心がけて　　【幸運の食べ物】キウイフルーツ

天秤座
9/23〜10/23

　
十
一
月
二
十
日
、
津
幡
東
支
店
活
性

化
委
員
会
は
同
支
店
会
議
室
で
「
介
護

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
店
管
内
の
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、

二
十
二
名
が
参
加
。「
合
同
会
社
円
満 

オ
レ
ン
ジ
ケ
ア
２
号
店
」
の
主
任
介
護

支
援
専
門
員
で
あ
る
山
本
浩
美
さ
ん
が

講
師
を
務
め
、
近
年
の
介
護
事
情
や
介

護
保
険
の
使
い
方
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
自
分
や
家
族
に
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、 

ま
ず
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
の
か
な
ど
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

多
く
の
受
講
者
が
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
に

は
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ

ペ
ッ
ク
の
協
力
の
下
、

福
祉
用
具
の
紹
介
や
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

車
い
す
か
ら
介
護
用
ベ

ッ
ド
ま
で
の
移
動
を
楽

に
す
る
商
品
で
は
、
参

加
者
が
介
護
者
側
と
し

て
体
験
。
介
護
さ
れ
る

側
も
、
介
護
す
る
側
も
負
担
が
少
な
く

な
る
商
品
に
、
レ
ン
タ
ル
代
は
い
く
ら

な
の
か
な
ど
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
介
護
さ
れ
る
本
人
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
一
番
大
切
。
も
し
も

の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
家
族
で
し
っ

か
り
話
し
合
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
一
日
、
内
灘
・
津
幡
・

津
幡
東
支
店
合
同
で
「
年
金
友
の
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
て
お
り
、
三
支
店
合
わ
せ

て
約
七
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、

西
川
一
郎
代
表
理
事

組
合
長
、
田
中
光
博

常
務
理
事
が
始
球
式

を
務
め
ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
開
始
の
合

図
が
出
る
と
、
参
加

者
ら
は
同
じ
班
の
メ

ン
バ
ー
と
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
。
ス
コ
ア

を
競
い
合
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出

た
時
に
は
班
全
員
で

拍
手
し
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
方
に
は
「
高
松

紋
平
柿
」
や
「
か
ほ
っ
く
り
」
と
い
っ

た
旬
の
特
産
品
、
ま
こ
も
焼
酎
「
ほ
く

の
里
」、「
い
け
な
ら
紫 

細
う
ど
ん
」

と
い
っ
た
六
次
化
商
品
な
ど
、
豪
華
景

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
友
の
会

金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
開
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
開
催

ホールインワンを狙う参加者

車いすからベッドへの移動を体験する参加者

自
分
の
た
め
に

分
の
た
め
に  

家
族
の
た
め
に

家
族
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
の
介
護
を
学
ぶ

こ
れ
か
ら
の
介
護
を
学
ぶ
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の
運勢
１月 【全体運】問題解決の兆しが見えています。友人や知人からの提案に目を向けてみましょう。徐々に成果が出始めるはず

【健康運】スポーツを楽しめます。筋トレも効果あり　　【幸運の食べ物】ダイコン
蠍　座
10/24〜11/22

 　
十
一
月
十
七
日
、
河
北
郡
市
農

業
振
興
協
議
会
内
灘
町
支
部
と
当

Ｊ
Ａ
内
灘
支
店
は
内
灘
町
役
場
前

で
「
元
気
内
灘
と
れ
た
て
市
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
コ
ン
や
ネ
ギ
な
ど
約
三
十

種
類
の
採
れ
た
て
野
菜
の
ほ
か
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
餅
な
ど
の
加
工
品
も

並
び
、
開
店
前
か
ら
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
場
客
は
生
産
者
や
支
店
職
員
と
交

流
し
な
が
ら
地
元
産
の
旬
の
味
覚
を
買

い
求
め
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
七
日
、
か
ほ
く

市
七
塚
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
て
か
ほ
く
四
季
ま

つ
り
「
か
に
カ
ニ
合
戦　
海

の
幸
・
山
の
幸
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
八
千

人
が
訪
れ
、「
加
能
ガ
ニ
」

や
地
元
特
産
物
な
ど
の
秋
の

味
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
で

は
、
油
野
和
一
郎
か
ほ
く
市

長
、
村
井
一
宏
当
Ｊ
Ａ
代
表

理
事
専
務
ら
実
行
委
員
が
力

強
く
杵
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

宇
ノ
気
支
店
職
員
ら
が
き
な

粉
を
ま
ぶ
し
、
つ
き
た
て
の

餅
を
求
め
る
来
場
客
に
手
渡

し
ま
し
た
。 

　
農
産
物
販
売
テ
ン
ト
で
は

「
高
松
紋
平
柿
」、「
砂
丘
長

い
も
」、「
か
ほ
っ
く
り
」
を

販
売
。
大
崎
園
芸
生
産
組
合

甘
藷
部
会
が
実
施
し
た
一
袋

百
円
の
か
ほ
っ
く
り
詰
め
放

題
に
は
、
多
く
の
来
場
客
が

訪
れ
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

袋いっぱいにかほっくりを詰めた来場客

新鮮な野菜を買い求める来店客

力強く餅をつく村井代表理事専務

海
の
幸
・
山
の
幸
を
堪
能

の
幸
・
山
の
幸
を
堪
能

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り

元
気
内
灘
と
れ
た
て
市

気
内
灘
と
れ
た
て
市

開
催
開
催

応募方法

灯油わくわく

詳しくはお近くのJA-SSへお問い合わせください。

WEBでカンタン応募
右記のQRコードから応募サイトへアクセス!!
レシートの写真を撮って特設サイトからご応募ください!!

JA店頭配送灯油

キャンペーン終了後、応募者の中から厳選な抽選を行ない、

商品の発送をもって発表にかえさせていただきます。 

キャンペーン期間中、灯油購入の際に発行される【レシート】
または【納品書】を撮影し、応募手順に沿って必要事項を入力し
ご応募ください。
※お一人様何口でもご応募できます。

第2弾：2025年3月中旬頃

●当選発表

キャンペーン
2024

第2弾は90ℓ以上を一口としてご応募ください。 

2024年 2025年

12/21土 2/16 日～
2024年 12月21日（土）～
2025年 2月21日（金）23時59分まで

レシート有効期間

WEB応募受付期間

キャンペーン期間中、JA-SS店頭または定期配送にて灯油90ℓ以上で

第2弾

能登牛

100名様に
当たる!!

抽選で

500ｇ
焼き肉用（冷凍）

https://www.jass-cp.com/ishikawa_2024/こちらからも応募ができます

※写真はイメージです。



の
運勢
１月

10

射手座
11/23〜12/21

【全体運】運勢に乱れが。順調だったことにストップがかかるかと思えば、その逆も。やりやすいところから手を付けて
【健康運】冷えに気を付けて。ストレッチで血行促進　　【幸運の食べ物】ブンタン

畑
の
条
件
を
生
か
し
た�

�
栽
培
計
画

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
一
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
な
ぜ
こ
の
冬

の
時
期
が
年
の
始
め
な
の
か
と
ふ
と
疑
問

に
な
り
ネ
ッ
ト
検
索
し
ま
し
た
。
西
暦
の

元
と
な
っ
た
古
代
ロ
ー
マ
の
初
代
の
王
が

作
っ
た
と
さ
れ
る
暦
で
は
、
一
年
の
始
ま

り
は
春
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
農
耕
民
族
だ
っ

た
ロ
ー
マ
人
に
は
、
種
ま
き
時
期
な
ど
農

作
業
が
始
ま
る
時
期
を
知
る
こ
と
が
重
要

だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
暦
で

は
一
ヶ
月
は
三
十
日
か
三
十
一
日
で
今
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
一
年
は
十
ヶ
月
で
し

た
。
約
六
十
日
間
が
冬
の
休
養
期
間
で
暦

に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
暖
か
く
な
り

農
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
一
年
が

始
ま
り
、
農
作
業
が
で
き
な
い
冬
が
休
み

と
は
ま
さ
に
家
庭
菜
園
と
同
じ
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
の
人
々
も
こ
の
間
に

翌
年
の
農
作
物
を
ど
う
作
ろ
う
か
と
今
年

の
反
省
を
踏
ま
え
思
案
し
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
家
庭
菜
園
の
年
間
栽
培
計
画

の
作
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
畑
の
条
件

①
自
宅
ま
で
の
距
離

　
庭
先
や
自
宅
の
隣
の
畑
な
ら
一
日
に
何

回
も
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

作
業
に
必
要
な
農
具
や
資
材
な
ど
も
す
ぐ

に
準
備
が
で
き
る
の
で
こ
ま
め
な
管
理
が

可
能
で
す
。

　
歩
い
て
10
分
程
度
の
距
離
な
ら
、
手
ぶ

ら
で
野
菜
の
様
子
を
見
に
行
く
に
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
肥
料
や
鍬
な
ど
を
持
っ
て

い
く
と
な
る
と
一
輪
車
な
ど
で
運
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
か
ん
水
設
備
が
な
け
れ
ば

か
ん
水
の
た
め
の
タ
ン
ク
を
常
備
し
て
お

く
か
、
水
を
運
ぶ
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

　
畑
に
ど
の
程
度
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
（
毎
日
、
一
週
間
に
一
回
な
ど
）
に

よ
っ
て
栽
培
す
る
野
菜
を
選
び
ま
す
。

　
毎
日
収
穫
す
る
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
な
ど

は
自
宅
に
近
い
畑
で
栽
培
し
、
タ
マ
ネ
ギ

な
ど
一
度
植
え
て
し
ま
え
ば
収
穫
ま
で
あ

ま
り
管
理
が
必
要
な
い
野
菜
は
少
し
離
れ

た
畑
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

②
規
模

　
ミ
ニ
菜
園
（
五
～
十
㎡
）
で
は
短
期
間

で
収
穫
で
き
る
野
菜
や
少
量
ず
つ
長
期
間

で
収
穫
す
る
野
菜
を
楽
し
み
ま
す
。

　
中
規
模
菜
園
（
三
十
～
五
十
㎡
）
は
多

く
の
種
類
の
野
菜
を
栽
培
で
き
ま
す
。
連

作
障
害
回
避
の
た
め
の
輪
作
を
考
え
て
畑

を
数
区
画
に
分
割
し
数
年
分
の
栽
培
計
画

を
作
成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
大
規
模
菜
園
（
三
百
三
十
～
五
百
㎡
）

は
か
な
り
広
い
の
で
休
耕
地
を
含
め
た
輪

作
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
広
い
面
積
が
必
要
な
野
菜
も
数
品
種
栽

培
し
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
の
こ
と
を
考
え
る

と
長
期
保
存
が
可
能
な
イ
モ
類
や
タ
マ
ネ

ギ
を
輪
作
に
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
栽
培
環
境
と
野
菜
の
特
徴

　
日
当
た
り
や
水
は
け
の
よ
さ
な
ど
の
栽

培
環
境
は
畑
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
で
、
自
分
の
畑
の
特
徴
を

よ
く
考
え
て
そ
の
条
件
で
作
り
や
す
い
野

菜
を
栽
培
し
ま
し
ょ
う
。
ト
マ
ト
や
ス
イ

カ
は
強
い
光
が
必
要
で
す
が
フ
キ
や
ミ
ョ

ウ
ガ
は
半
日
陰
で
も
育
ち
ま
す
。

　
表
に
光
の
強
さ
や
土
壌
水
分
に
対
す
る

野
菜
の
反
応
を
示
し
ま
し
た
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
よ
う

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

�

澤
出
　
　
隆

表１　土壌水分に対する反応

土壌水分に対する反応 野菜名

多湿に強い レンコン、クワイ、セリ、
クレソンなど

多湿でも比較的
よくできる

サトイモ、セロリ、タマネ
ギ、ミツバ、フキ、ショウガ、
キュウリなど

多湿に弱い

インゲン、カボチャ、コボ
ウ、サツマイモ、ダイコン、
トマト、ネギ、ホウレンソ
ウ、ニンジン、スイカ、シュ
ンギク、ハクサイ、ジャガ
イモなど

表 2　光に対する反応

光に対する反応 野菜名

強い光を好む

スイカ、メロン、カボチャ、
キュウリ、トウモロコシ、
トマト、ナス、ピーマン、
サトイモ、ニンジンなど

中程度の光で 
よく育つ

キャベツ、ハクサイ、イチ
ゴ、エンドウ、インゲン、
カブ、レタス、ネギなど

弱い光でも育つ フキ、ミョウガ、ミツバ、
セリ、ウドなど
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の
運勢
１月 山羊座

12/22〜1/19

【全体運】勢いはありますが油断は禁物。手を抜かず最後までびしっと決めましょう。合理的に考えることも大切です
【健康運】トイレは我慢しないで。肌の保湿は入念に　　【幸運の食べ物】ウド

季
節
の
花
づ
く
り

　
園
芸
の
世
界
で
は
観
賞
樹
木
を
花
木

（
か
ぼ
く
）
と
言
い
ま
す
。
そ
の
中
で

花
を
観
賞
す
る
も
の
を
花
物
（
は
な
も

の
）、他
に
実
物（
み
も
の
）、葉
物（
は

も
の
）、
枝
物
（
え
だ
も
の
）
が
あ
り

ま
す
。
花
物
と
実
物
は
花
が
咲
か
な
い

と
こ
ま
り
ま
す
。
花
が
咲
か
な
い
理
由

と
し
て
、
①
環
境
が
適
さ
な
い
（
日
照

が
少
な
い
、
土
壌
環
境
が
悪
い
等
）、

②
管
理
の
不
適
切
（
施
肥
時
期
、
水
や

り
、
剪
定
時
期
、
剪
定
方
法
等
）
が
主

な
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
花
の
咲
き
方
を
観
察

　
花
木
の
花
の
咲
き
方
を
良
く
観
察
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
花
木
に
つ
い

て
ツ
ボ
ミ
の
着
く
位
置
、
時
期
、
開
花

は
い
つ
か
を
良
く
観
察
、
類
別
し
、
グ

ル
ー
プ
別
に
管
理
を
考
え
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
①
そ
の
年
に
伸
び
た
枝
（
本

年
枝
）
に
ツ
ボ
ミ
を
着
け
開
花
す
る
も

の（
バ
ラ
、ザ
ク
ロ
、サ
ル
ス
ベ
リ（
図

１
）、ム
ク
ゲ
、キ
ン
モ
ク
セ
イ
等
）は
、

切
り
戻
す
位
置
や
時
期
を
気
に
し
な
い

で
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
花
後
に
切
り

戻
せ
ば
再
開
花
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
②
前
年
伸
び
た
枝
に
ツ
ボ
ミ
が
で

き
翌
年
開
花
す
る
種
類
（
モ
ク
レ
ン
、

フ
ジ
、
ツ
バ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
ヂ
ン
チ
ョ

ウ
ゲ
、
ウ
メ
、
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
、
サ
ク

ラ
、
モ
モ
、
ボ
ケ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
等
）
は
、
ツ
ボ
ミ
が
で
き
る
時

期
ま
で
に
枝
の
成
長
を
終
わ
ら
せ
て
枝

の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

ツ
ボ
ミ
の
で
き
る
時
期
に
新
し
い
成
育

が
起
こ
る
よ
う
な
管
理
を
し
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
不
開

花
が
生
じ
や
す
い
の
で
剪
定
時
期
、
施

肥
管
理
、
水
管
理
、
剪
定
方
法
（
切
り

戻
し
か
間
引
き
か
）
に
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
は
で
き
た
ツ
ボ
ミ
を
除
か

な
い
た
め
の
、
ツ
ボ
ミ
が
で
き
る
時
期

の
新
し
い
成
育
を
防
ぐ
た
め
（
施
肥
と

水
を
控
え
る
）
の
管
理
が
重
要
で
す
。

◆
ツ
ボ
ミ
の
着
く
位
置

　
ツ
ボ
ミ
が
枝
の
基
部
に
着
く
か
、
先

端
に
着
く
か
は
剪
定
を
行
う
う
え
で
重

要
で
す
。
前
者
（
ボ
ケ
、
ウ
メ
、
フ

ジ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
等
）
は
伸
び
た
枝

を
基
部
数
節
残
し
て
切
る
切
り
戻
し
剪

定
が
で
き
ま
す
。
後
者
、
特
に
前
年
に

ツ
ボ
ミ
が
で
き
る
も
の
（
ア
ジ
サ
イ
、

ツ
ツ
ジ
類
、
モ
ク
レ
ン
類
等
）
は
切
り

戻
し
剪
定
を
す
る
と
、
翌
年
咲
く
べ
き

ツ
ボ
ミ
を
除
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
で
は
弱
枝
や
古
枝
を
除
く
間
引
き

剪
定
を
行
い
ま
す
。
花
が
咲
か
な
い
と

話
題
に
な
る
三
種
に
つ
い
て
、
①
フ

ジ
：
夏
に
溜
め
た
水
に
漬
け
る
と
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
七
月
上
旬
か

ら
九
月
上
旬
ま
で
水
に
漬
け
た
場
合 

に
着
花
率
が
上
が
る
（
愛
知
県
農
試
）、

夏
前
か
ら
伸
び
た
蔓
の
先
端
を
繰
り
返

し
摘
み
取
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

②
ツ
ツ
ジ
類
（
図
２
）：
多
く
の
不
開

花
の
原
因
は
夏
過
ぎ
に
刈
り
込
み
を
す

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
品
種
に
よ
り
六

月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
枝
の
先
端
に

ツ
ボ
ミ
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
後
の
刈

込
で
は
ツ
ボ
ミ
を
切
り
落
と
し
て
し

ま
い
ま
す
。
開

花
が
終
わ
る
こ

ろ
に
刈
り
込
み

を
し
て
新
枝
の

発
生
を
促
し
ま

す
。
③
ア
ジ
サ

イ
：
ツ
ボ
ミ
は

九
月
下
旬
こ
ろ

気
温
が
十
八
℃

く
ら
い
に
な
る

と
新
枝
の
頂
部

に
で
き
る
の
で
、 

そ
れ
以
降
の
切

り
戻
し
で
は
ツ 

ボ
ミ
を
除
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

間
引
き
剪
定
に

よ
っ
て
不
要
な
枝
を
除
き
ま
す
。
新
枝

や
花
後
の
枝
を
七
月
上
旬
ま
で
に
基
部

二
、三
節
残
し
て
切
り
戻
せ
ば
開
花
が

期
待
で
き
ま
す
。

◆
ヘ
ビ
に
因
む
植
物

　

昨
年
紹
介
し
た
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
は

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
（
蛇
の
髭
）
と
も
い
い
ま

す
。
当
地
で
カ
タ
ハ
、
ミ
ズ
で
親
し
ま

れ
る
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
（
図
３
）、
ウ
ワ

バ
ミ
は
大
き
な
蛇
の
意
で
す
。
ヘ
ビ
イ

チ
ゴ
（
図
４
）
は
黄
花
と
赤
い
実
を
着

け
地
面
を
匍
匐
し
て
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー

（
地
被
）
と
し
て
使
え
ま
す
。
他
に
ヘ

ビ
に
因
む
植
物
は
多
く
あ
り
ま
す
。

花
の
咲
く
木
を
楽
し
む

土
屋　
照
二

図１図 2

図 3図 4



かほく市  小池田 忠信さん
　　　　　　　 登志美さん

　私たち夫婦は、 先

月23日に結婚記念日

を迎え、結婚して59

年目がスタートしま

した。

　お互い若い頃から

旅行が共通の趣味で、

国内外へと様々な国・

地域へ出掛けていま

した。 結婚して家族

が増えた頃からは、

家族全員で旅行に行

く事をルールにし、今でも可能な限り続けています。また、

大好きな旅行に行けるのも、家族の協力や健康な身体がある

からと考え、２人で常に健康についても気を使っています。

これからも二人三脚でゆっくりと歩み、大切な思い出を作っ

ていきます。写真はJA30周年企画「台湾周遊５日間」での

写真です。JAの企画には全て参加させてもらっています。

とても楽しかったよ。

仲
良
し
夫
婦

の
運勢
１月

12

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】上昇運です。状況は次第に整ってきますから腰を据えて取り組んで。壁を越えることでよりスゴ技に。金運も好調
【健康運】胃腸をいたわって。消化の良い食事にツキ　　【幸運の食べ物】クワイ

　10月19日、東京都飯
田橋レインボービルにて
一般社団法人家の光協会
主催の「第22回ザ・地産
地消　料理コンテスト」
が開催され、書類審査を
通過した応募者が調理・
試食審査に挑みました。
　計374点の応募の中から「地元自慢！　米粉・地粉を使った
料理部門」で、当 JA女性理事が考案した「米粉と里芋のモッ
チリおやき」が最優秀賞を受賞しました。

　皮にはサトイモ、餡にはカボチャ
とダイコンの規格外品を使用。モッ
チリとした生地と、お米の優しい甘
さ、ゴロゴロとした野菜の食感が楽
しめる一品となりました。

第22回 ザ･地産地消 家の光料理コンテスト
女性理事が最優秀賞を受賞

おやきに
ついて
おやきに
ついて

お米の新たな魅力発信　

管内産農作物の規格外品の有効活用
×

第5 弾
第4 弾

「食と農」講座開催 FOOD
AGRICULTURE

　11月16日、当JA女性理事による「食と農」講座第4弾
として「切り干し大根」教室を開催。品質は良いのに形が
悪く出荷できない規格外の野菜を食べてほしいという思い
から実施され、准組合員家族14組20名が参加しました。
　受講者らは、手作りの切り干し大根を使った煮物や和え
物などの料理８種を試食。市販の商品とは違う食感や活用
レシピの多さに驚きながらも、「美味しい」 と笑顔で話し
ました。
　試食後は各自が好きな形にダイコンを切り、稲わらを使
った吊るし干しや、干し網を使った干し方に挑戦。吊るし
たダイコンはそれぞ
れ持ち帰り、好みの
固さまで干します。
受講者は「完成した
ら煮物を作りたい。
皮つきにしたので食
感が楽しみ」と話し
ました。

　12月7日、第５弾「稲穂で作るお正月飾り」手作り教室
を開催。准組合員20組22名が参加しました。

　今回は農業の魅力を
伝えるため、管内で栽
培した「ひゃくまん穀」
の稲穂を使用しました。
　受講者らは、稲わら
を叩き柔らかくする作
業から挑戦。編む向き
に苦戦しながらも他の
受講者と協力しながら

作り上げ、花や水引きを使って個性あふれるデザインに仕
上げました。
  次回は今年度最後の講座、「ス
ナップエンドウ」 のプランター
栽培教室を開催。 詳しくは「リ
バノス7月号」の裏面をご覧くだ
さい。ダイコンを稲わらに通す受講者 受講者の作品

稲を編む受講者
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の
運勢
１月 魚　座

2/19〜3/20

【全体運】人気運に恵まれ運勢は良好。方法を考えているうちに周りがやってくれることも多いでしょう。流れに乗って
【健康運】体を動かすほどリフレッシュ。サウナも◎　　【幸運の食べ物】生シイタケ

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

「秋の紅葉ドライブ」
　ほのぼのデイサービスでは 11 月 18 日～ 22 日の
5 日間、心のケアに繋がるよう「秋の紅葉ドライブ」
を実施しました。
　雨の降った日もありましたが、卯辰山をドライブ
し、晴れている日は車外に出て秋の空気を感じなが
ら、わずかな時間ですが散歩し、紅葉を楽しんでい
ただきました。
　利用者には「初めて卯辰山に来たわ、良い思いさ
せてもらって最高やわ」と喜んでいただきました。
　また、紅葉を見て「心の洗濯になったわ、やっぱ
りたまには洗わんとだめやね」とおっしゃった利用
者もおり、しっかりと心のケアにも繋がっていると
感じました。
　ドライブを終えてからも紅葉の話で盛り上がり、

笑顔もたくさん見られました。
　心身ともにリフレッシュしていただき、生活への
活力に繋がったことだと思います。
　今後も季節ごとのイベントなど利用者に喜んでい
ただけるような企画で在宅生活の支援をしていこう
と思います。 ほのぼのデイサービススタッフ一同

紅葉を楽しむ利用者

※１～５の事項を
　必ずご記入ください。

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームページで紹介したいと思
いますので、皆さんのご自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の方も、併せて募集していま
す。たくさんのレシピをお待ちしております。

宛先
〒929-0326  河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局
※レシピが多い場合は、リバノス編集局で選定させ
ていただきます。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）

４．一言コメント
５．写真料理レシピ

募集

ご飯をおいしく 食事を楽しく
「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一 氏

柿のレモンマリネ柿のレモンマリネ

（2人分）

材　料

作り方
❶　種なし柿で釜を作る。柿をふたと器に切り分ける。器の中身は丸くく

り抜いてから4等分に切る。
❷　カブは皮をむき、厚さ5mmの半月切りにして塩水（分量外）に漬け1

時間ほど置く。軟らかくなったら水気を切る。リンゴは厚さ5mmの
半月切りにする。

❸　ボウルでマリネ液の材料を混ぜ合わせ、❶の柿の中身、❷のカブとリ
ンゴを入れて30分ほど味をなじませる。

❹　❶の柿の器を置き、❸のマリネを盛り付ける。❶の柿のふたとミント
を飾り出来上がり。

柿（種なし）…………2個
カブ…………………1個
リンゴ………… 1/2個
ミント…………… 適宜

●マリネ液
レモン汁…大さじ2
オリーブ油（エクストラバ
ージン）………小さじ2
塩…………小さじ1/2



14

お便りお便り
コーナーコーナー

 

石
本
よ
し
一 

選

題
「
頭
」

● 

秀頭
巾
し
め
男
の
料
理
初
参
加

 

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

● 

佳
作

地
蔵
さ
ん
頭
に
白
い
雪
帽
子

 

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

物
価
高
頭
が
痛
い
台
所

 

洲
崎　
昭
子
（
太　
田
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頭
の
下
が
る
後
始
末

 

山
崎　
直
樹
（
上
矢
田
）

頭
か
ず
目
で
数
え
て
る
通
夜
の
席

 

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

頭
角
を
現
さ
な
い
が
良
い
夫

 

小
田　
和
子
（
兵　
庫
）

● 

入
選

選
挙
後
は
足
す
か
引
く
か
の
頭
数

 

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

味
噌
万
頭
慣
れ
親
し
ん
だ
能
登
の
味

 

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

店
頭
に
並
ぶ
香
箱
冬
楽
し

 

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

お
頭
付
き
今
日
は
何
の
日
誕
生
日

 
北
川　
一
郎
（
八
ノ
谷
）

日
米
の
頭
交
替
ど
う
変
わ
る

 

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

お
祭
り
の
獅
子
頭
持
つ
腕
ぷ
し

 

田
村　
悦
子
（
大
根
布
）

年
頭
の
送
る
挨
拶
ス
マ
ホ
か
ら

 

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

並
び
順
つ
ま
先
立
ち
で
頭
上
げ

 

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

頭
が
高
い
黄
門
様
の
お
出
ま
し
だ

 

永
下　
茂
和
（
坂　
戸
）

野
の
カ
ラ
ス
頭
の
良
さ
に
驚
い
て

 

岡
井　
昭
江
（
二
ツ
屋
）

ク
ラ
ス
会
出
世
頭
は
誰
で
し
ょ
う

 

松
村
小
夜
子
（
岩　
崎
）

ね
だ
る
子
に
目
線
合
わ
せ
て
頭
撫
で

 

か
わ
き
た
茜
（
津　
幡
）

震
災
後
支
援
車
両
に
頭
下
げ

 

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

片
頭
痛
老
い
と
悩
み
で
重
く
な
り

 

加
能　
准
一
（
北
中
条
）

馬
鹿
正
直
頑
固
が
取
り
柄
石
頭

 

東　
　
康
子
（
能　
瀬
）

か
く
れ
ん
ぼ
頭
か
く
し
て
尻
が
出
る

 

澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

治
ら
な
い
頭
痛
が
続
く
物
価
高

 

山
崎　
邦
夫
（
横　
浜
）

子
供
た
ち
頭
を
下
げ
て
今
日
は

 

髙
尾　
弘
子
（
上
藤
又
）

　　年何回か内灘支店へ伺います。職員が
親切で、慣れない私には助かっています。
 内灘町　中村　友枝
いつも内灘支店をご利用いただきありがと
うございます。このたびは、職員の対応に
ついて投稿いただきお礼申し上げます。今
後も、お言葉を励みに職員一同「笑顔」で
みなさまのご来店をお待ちしております。
� 内灘支店長　折戸より
　 　
　　川柳愛好家としていつも愛読していま
す。今回私も応募しようと思っています。（2
回目かなぁ！） 津幡町　北川　一郎
ご愛読ありがとうございます。そして、ま
た応募してみようと思って下さり、ありが

とうございます。見事入選、おめでとうご
ざいます。毎月お題に合った句を考えられ
る川柳愛好家の皆さんはすごいなと尊敬し
ています。今後もご応募お待ちしていますね。
　 　
　　昨年植えた玉ねぎは春になり少し大き
くなると順に動物が食べに来て収穫はほん
の少し。玉ねぎの好きな動物は誰でしょう？
 津幡町　木本　京子
もしかしたら、動物たちの間で「木本さん
の畑の玉ねぎは美味しいぞ」と話題になっ
ているのかもしれません。それほど美味し
い玉ねぎ、来春は動物たちには我慢しても
らい、たくさん収穫できることを願ってい
ます。
　 　
　　いつも楽しく読ませていただいていま
す。これからも新鮮な情報を教えて下さいね。
 津幡町　竹本　節子
ありがとうございます。「ほくほくニュース」
では、当JAの農産物の情報や各支店の活
動などを掲載しています。読んだ方に、こ
の時期がやってきたと思っていただけるよ
うな旬の記事をお届けしますので、これか
らもご愛読のほどよろしくお願いします。

　　健康百科いつ見ても役に立つと思って
います。健康な体づくり頑張っていきたい
と思っています。レンコンのチーズ焼き秋
サケのクリームソース作ってみたいと思い
ます。 内灘町　本村　裕子
旬の農産物、旬の水産物を一緒に味わうこ
とができる料理で、すごくおいしそうです
ね。体も温まりそうで寒い時期にはぴった
りです。「料理レシピ」は時期に合ったも
のが多いので、今日のごはんは何にしよう
かと悩んだ時など、参考になれば嬉しいで
す。食事から健康な体を作っていきましょう。

川 

柳
川 

柳

三
月
号
題 

「
腹
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

四
月
号
題 

「
薬
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
二
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

 

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

評　
男
女
同
権
が
進
む
時
代
、
旦
那
さ
ま
も
台
所
に
立

つ
家
庭
が
ふ
え
て
い
る
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
旦
那
さ
ま
に
料
理
の
楽
し
さ

を
教
え
る
た
め
に「
男
の
料
理
教
室
」を
開
い
て
い
る
。

　
頭
に
頭
巾
を
し
め
て
、
調
理
師
の
教
え
に
耳
を
か

た
む
け
る
男
性
も
、
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
今
晩
の
食
事
に
は
、
旦
那
の
手
料
理
が
花
を
そ
え

る
か
ど
う
か
、
楽
し
い
話
で
す
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局
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クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S E N T 11月号クイズ当選者

1 宝船の絵を枕の下に入れてお
くとよいものが見られるとか

2 窓を開けて取り込みます
3 カード式のホテルもあります
5 中東の国のひとつ。首都はテ

ヘラン
6 きねと臼でつくもの
8 「本の虫」と呼ばれることも
12 七草を入れて炊くことも
13 初詣で一年の――を祈った
14 「見通しがきく」 ことを願っ

ておせち料理に入れます
15 マスカラを付けるところ
16 脊椎動物にはあります
17 「Rがつかない月には食べるな」

といわれる貝
19 耳が冷えないようにイヤー
　　――をつけた

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　1月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス3月号

〈答え〉�ホシガキ

1　年賀状をコレからSNSなどに
切り替える人も増えました

4　サトイモの親芋のまわりにで
きます

7　コートなどに用いる毛織物
9　ここで話していても――があ

かないから見に行こう
10　しんしんと降り積もるもの
11　箱根駅伝は10――、
　　計217.1kmで競います
13　さんずい、うかんむりなど
15　ほうきに乗って飛べるとか
16　10を3回かけ合わせると
17　縁起をかついで食べる受験生

もいます
18　おせち料理に入れる紅白の食

材といえば
20　チャールズ・チャップリンは

――の王様です
21　可燃ではありません

第8回 理事会だより 令和6年11月28日（木）開催

●審議事項
第 1 号議案　常勤理事と他の団体理事等への
　　　　　　 就任承諾について
第 2 号議案　令和６年産大豆仮渡金について
●報告検討事項
⑴ 令和 6 年10月末事業概況について
⑵ 半期情報の開示（ディスクロージャー）について
⑶ コンプライアンス関連報告について
⑷ 下期賞与支給について
⑸ 年末年始業務予定について
⑹ 石川かほく農業協同組合設立30周年記念式典の
 開催について
⑺ 第 5 回ＪＡグリーンかほく生産者直売所そくさいかん
 こども絵画コンクールの開催について
⑻ その他

お客さんとJAの架け橋になる支店へ
●支店活性化委員から、こんにちは！●

　内灘支店活性化委員の川江由美子です。
　内灘支店は、“お客さんとJAの架け橋になる職員”がいる支店
です。今年の１月、地震によりこの地域は大きな被害を受けました。
気持ちが落ち込む中、心の拠り所があって良かったです。JAのあ
りがたみを知ることができました。職員からお客さまへの声かけ
はもちろんのこと、お客さま同士の声かけが活発なことが「明る
い内灘支店」に繋がっていると思います。
　先月は「内灘とれたて市」を開催し
ました。 職員・支店活性化委員一丸
となり、盛り上げることができました。
今後も私たち支店活性化委員側から
こんな取り組みをしようと呼びかけ、
色々なイベントができたらと考えてい
ます。 特に、 若い層の組合
員を掴むような取り組みが支
店、JA全体として必要だと
思います。停滞するのではな
く、進み続けるJAになって欲
しいです。
内灘支店活性化委員
� 川江�由美子

● 川江　絹枝 さん
● 川嶋　真紀 さん
● 川端　春美 さん
● 鶴見　雅美 さん
● 東谷　汪子 さん
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私
の
母
は
九
十
三
歳
で
す
。
つ
い
最

近
ま
で
二
十
年
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
し
た
。
近
所
に
九
十
代
の
姉

が
二
人
い
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
集
ま
っ

て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
喋
り
し
た
り
、

お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
る
時
に
は
お
裾

分
け
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
時

に
は
三
人
で
畑
の
作
物
を
譲
り
あ
っ
た

り
、
自
慢
し
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　
母
は
二
年
く
ら
い
前
か
ら
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
来
て
頂
き
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
に
浸
か
り
な

が
ら
昔
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、
お
風

呂
上
り
に
は
「
ほ
り
ゃ
気
持
ち
良
い
わ

い
ね
」
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で

私
も
す
ご
く
助
か
り
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
母
は
ベ
ッ
ド
で
休
ん
で
い
る

時
間
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
月
日
や
朝

な
の
か
昼
な
の
か
が
分
か
ら
ず
、
食
事

を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
準
備
し
て
も
食
べ

る
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
今

は
施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
七
十
歳
目
前
で
す
が
、
母

と
話
が
で
き
、
母
か
ら
の
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
が
と
て
も
嬉
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
も
が
ん
ば
っ
て
元
気
で

い
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

 

ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ
利
用
者
家
族

母と私

健
康
百
科

　
日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
く

る
こ
の
頃
は
、
冷
え
に
悩
む
方
に
と
っ

て
は
つ
ら
い
時
期
で
す
ね
。
今
回
は
、

冷
え
性
対
策
に
お
薦
め
の
食
べ
物
を
三

つ
お
伝
え
し
ま
す
。

■
シ
ョ
ウ
ガ

　
シ
ョ
ウ
ガ
の
辛
味
成
分
ジ
ン
ゲ
ロ
ー

ル
に
は
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
て
血
行
を

良
く
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
冷
え
性

対
策
に
お
薦
め
の
食
材
で
す
。
ジ
ン
ゲ

ロ
ー
ル
は
、
加
熱
す
る
と
シ
ョ
ウ
ガ
オ

ー
ル
に
変
化
し
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー

ル
は
胃
腸
を
刺
激
し
、
内
臓
の
働
き
を

活
発
に
す
る
た
め
、
生
で
食
べ
る
よ
り

加
熱
し
て
食
べ
る
と
体
の
中
か
ら
温
ま

る
で
し
ょ
う
。
汁
物
、
炒
め
物
に
加
え

る
と
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
冷
え
性
対

策
が
で
き
ま
す
。 

■
カ
ボ
チ
ャ

　
カ
ボ
チ
ャ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

に
は
、
末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）
血
管
を

拡
張
さ
せ
て
血
行
を
良
く
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
血
行
不
良
に
よ
る
冷
え
性

や
肩
凝
り
、
頭
痛
な
ど
の
改
善
効
果
も

期
待
で
き
る
栄
養
素
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
は
、
強
い
抗
酸
化
作
用
や
抗
炎
症
作

用
が
あ
る
た
め
、
美
し
い
肌
を
つ
く
り

た
い
人
は
積
極
的
に
食
べ
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
料
理
が
苦
手
な
方
は
、
冷
凍

カ
ボ
チ
ャ
を
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
麺
つ
ゆ
で
あ
え
る
と
手

軽
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。 

■
長
ネ
ギ

　
長
ネ
ギ
の
白
い
部
分
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
硫
化
ア
リ
ル
（
ア
リ
シ
ン
）
は

独
特
の
香
り
や
辛
味
の
も
と
と
な
る
成

分
で
す
。
体
温
を
高
め
て
血
行
を
促
進

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
体
温
が

下
が
る
と
免
疫
機
能
が
低
下
し
、
風

邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
感
染
症

対
策
に
も
お
薦
め
で
す
。
斜
め
に
薄
切

り
に
し
た
長
ネ
ギ
を
電
子
レ
ン
ジ
で
加

熱
し
、
ご
ま
油
、
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
も

と
で
あ
え
る
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。 

　
生
活
習
慣

の
見
直
し
と

バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
生
活

で
、
冬
の
時

期
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

食
べ
物
で
冷
え
性
対
策

栄
養
士 

吉
田　
理
江
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JAグリーンかほくからのお知らせ

開催日

令和７年

時　間 ＡＭ8：30～ＰＭ6：30

1月8日㊌

場　所

イベント内容

ＪＡグリーンかほく
生産者直売所「そくさいかん」

●11日（土）・12日（日）
　そくさいかん女性部プレゼンツ
　「本日のお品書き」（数量限定）駐車場

完 備

　　作物の生育状況により内容を変更することがあります。ご容赦ください。
詳しくは、１月11日（土）の新聞折込チラシをご覧ください。

開催
決定!!新春フェア新春フェア

●８日（水）～13日（月・祝）
　みかん特別販売（数量限定）

●12日（日）
　新鮮朝市
 （白菜・キャベツ・ブロッコリー・大根・ねぎ 等々）

1月13日㊊㊗

お問い合わせ先



令和６年～令和７年

JA グリーンかほく 生産者直売所「そくさいかん」

令和６年12月 20日㊎ から
令和7年 １月 20日㊊ まで

こども絵画コンクール
作品募集
野菜や果物、農作業などみなさんが描いた絵で
そくさいかんを彩りませんか？

第5回

くわしくは、本冊子折り込みのチラシをご覧ください

応 募 期 間

河北郡・かほく市在住の
未就学児および小学生

応 募 資 格

年／月 日 曜日 本店・支店
給油所

自動車センター
農機センター 
配送センター 

LPガスセンター
JAグリーン 

かほく津幡セルフSS 宇ノ気SS

令和
６年 

12月

28 土
休業

７：00～
21：30

７：30～ 
19：30

休業 休業 ８：30～ 
18：3029 日

30 月 ８：30～17：30 ８：30～17：30 ８：30～17：30

31 火 休業 8：00～18：00 休業 休業 休業

令和 
７年 
１月

１ 水

休業

休業

休業

休業 休業

休業

２ 木 ８：00～ 
18：00３ 金

４ 土

７：00～
21：30

８：00～ 
18：00５ 日

６ 月
８：30～ 
17：30

７：30～
19：30

８：30～ 
17：30

８：30～ 
17：30７ 火

８ 水 ８：30～18：30

■年末年始営業時間のご案内

■年末年始ATM営業、個人・法人ネットバンクのご案内
●県内ＪＡのＡＴＭ、個人ネットバンクは通常通りお取引いただけます。
　ただし、県外ＪＡ・コンビニ・他金融機関のＡＴＭ取引、ジェイデビット取引、ペイジー取引、法人ネットバンクの
　一部機能について、システムメンテナンスに伴い1/2（木）18：00～1/3（金）8：00まで一時休止いたします。

　※詳細はＪＡバンク石川ホームページでご確認ください。


